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 本 研究は、ハダニの種の識別に有効な D N A データベースを構築し、

簡易的な識別法を確立すること、および精度の高いハダニ科の分子系統

関係を推定して、形態による分類や系統仮説と比較・検討することを目

的として行われた。その結果、ミトコンドリア D N A の c yt o c h r o m e  c  

o x i d a s e  s u b u n i t  I（ C O I）領域の塩基配列によって、日本産 Te t r a n y c h u s

属ハダニ全 1 3 種と O l i g o n y c h u s 属ハダニ 1 8 種中 1 7 種を識別できるこ

と、 Te t r a n y c h u s 属のカンザワハダニとニセカンザワハダニには、形態

では区別できないが、遺伝的に分化している隠蔽種が存在する可能性を

示した。次に、 1 5 属 8 8 種の核 r R N A の 1 8 S 領域と 2 8 S 領域を用いてハ

ダニ科の属間の系統関係を解析した結果、4 属が多系統群であったこと

から、形態の類似性によって分類されている属が 、分子系統樹では必ず

しも単系統にならないことを明らかにした。さらに 1 4 属 5 2 種を供試し

て行った高速シークエンサーによるトランスクリプトーム解析 で得た

核タンパク質コード遺伝子 1 8 8 個に基づく系統関係の推定では、分岐を

支持する高いブートストラップ値によって 4 属がやはり多系統群であ

ることを確認した。  

 本 研究では、日本産ナミハダニ亜科の形態に基づく系統仮説が分子系

統関係と一致しないことから、現在ハダニの属への分類に用いられてい

る爪間体などの形態形質が系統を反映していない非相同な形質である

ことを明確に示した。この結果に基づいて、ハダニ科の分子系統関係を

反映した分類体系を構築するには、分類形質の再検討が必要であること

を提案した。  

 以上のように、本論文は、多くの新しい知見を有すること、論文の内

容、構成および公表論文数が定められた規定を満たし、かつ優れている

ことから、本学位論文審査委員会は、全員一致して、本論文が博士 (農

学 )の学位論文として十分価値があるものと判断し、合格と判定した。  


